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1. はじめに 

青森県では平成 25 年度から平成 26 年度にかけて約 1,300 ヶ所を対象とした溜池堤体の

一斉点検を行っており 1）、溜池堤体の安全性を評価する地盤強度定数の決定を、現場試験

の１つであるスウェーデン式サウンディング（SWS）試験より実施している。しかし、SWS

試験は、一般的に地盤強度定数を過小評価する傾向にあると言われており 2)、精度の高い

標準貫入試験によるサンプリング調査が求められるが、調査地の数の多さからも、膨大な

労力と費用、時間を要するため、簡易な SWS 試験と同等な作業負担で、かつ、より正確に

地盤の強度定数（c･φ）を得ることができる調査手法の

確立が必要である。 

Fig.1 は青森県にある溜池の堤体高（H）に対する天端

幅（B）の比（B/H）を示したものであるが、おおむね、

H が５ｍ以下の溜池がほとんどであることが分かる。 

そこで我々は、平成 27 年度から青森県内での溜池堤

体を対象に（Fig.2 を参照）、深度３ｍ程度迄でのエンジ

ンオーガーとハンドオーガーによる不攪乱試料採取に

よる一面せん断試験と現場ベーンコーンせん断試験 3)

を実施し（Fig.3 を参照）、既存のサウンディング試験と

合わせた 3 種類の試験結果より地盤強度定数（c･φ）の比較・

検討を行ってきた 4)。今回は、それらの材料物性値と地盤強

度定数の関係を取りまとめたものである。 
2. 地盤強度特性 

 Fig.4(a)はベーンコーンせん断試験と一面せん断試験より

得られた粘着力（c）の関係を示す。ばらつきは大きいが、ベ

ーンコーンせん断試験より得られた粘着力 cb よりも一面せん

断試験より得られた粘着力 cd の方が全体的に大きい。また、

Fig.4(b)はベーンコーンせん断試験より得られた cb×φb と一

面せん断試験より得られた cd×φd の関係を示すが、ほぼ直線

の相関性を示す傾向にあり、ベーンコーンせん断試験より得

られた地盤強度定数（cb・φ b）より一面せん断試験に相当す

る地盤強度定数（cd・φ d）を算出することが可能になると考

える。Fig.5(a)は SWS 試験と一面せん断試験より得られた粘

着力（c）の関係を示しており、SWS 試験より得られた粘着力
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Fig.1 H と B/H の関係  
Relationship between H and B/H 
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cs が大きくなるに従って、一面せん

断試験より得られた粘着力 cd も大き

くなる傾向にある。また、Fig.5(b)は
SWS 試験より得られた cs×φ s と一

面せん断試験より得られた cd×φ d

の関係を示すが、二次曲線の相関性

を示しており、SWS 試験より得られ

た地盤強度定数（cs・φ s）より一面せ

ん断試験に相当する地盤強度定数

（cd・φ d）算出することが可能にな

ると考える。 

3. 材料物性値と地盤強度定数の関係 

 Fig.6 はサンプリングした溜池堤体

材料の細粒分含有率（Fc）と含水比

（ω）の関係を示しており、含水比が

大きくなると Fc/ωが双曲線的に小さ

くなる傾向にある 5)。 

 Fig.7 は Fig.6 の特性を利用して、

一面せん断試験結果から得られた地

盤強度定数（cd・φd）と湿潤密度（γ t）から、Fc/ω

に対するφd×γ t（■）と cd/γ t（〇）の関係を示した。

ばらつきはあるものの、溜池堤体の材料物性値（Fc・

ω・γ t）さえ分かれば、不攪乱試料による一面せん断

試験に相当する地盤強度定数（cd・φd）を求めること

が可能であった。 

4. まとめ 

各試験における相関性から、一面せん断試験に

相当する地盤強度定数（c･φ）を推定することが可

能であることを示した。特に、材料物性値と地盤強

度定数の間に相関性が伺えたことで、比較的簡便な

試験より得られる材料物性値から地盤強度定数を

求めることができる可能性を示した。 
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   Fig.4(a)(b) ベーンコーンと一面せん断試験  
Vane-Cone test and direct shear test 
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Fig.5(a)(b) SWS 試験と一面せん断試験  
SWS test and direct shear test 

Fig.6 Fc とωの関係  
Relationship between Fc and ω 

 

Fig.7 材料物性と地盤強度定数の関係  
Relationship between material property 

and foundation strength parameter 
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